
●常陸那珂港には５万トン級の大型船が接岸 
 できる，水深１４ｍの岸壁が整備されてお 
 り，このような大水深岸壁は国際競争の上 
 で必須の条件となっている。 
 
●その結果，大手建設機械メーカーのコマツ 
 と日立建機が相次いで新工場を建設し，常 
 陸那珂港に建設機械の生産・輸出拠点が形 
 成されました。 
 
●建設機械メーカーにとっても，臨海部への 
 立地により，物流の効率化が図られ，大幅 
 な輸送コストやＣＯ２の削減が実現しました。

＜シリーズ なるほど公共事業 Ｎｏ４４＞ 

水深の深い岸壁（－１４ｍ）の整備により，常陸那珂港が 
建設機械の生産・輸出拠点として発展し，ＣＯ２も約７０％削減 

コマツ茨城工場で生産された建設機械 北埠頭に並び船積みを待つ建設機械 
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約７０％削減 

 コマツの新工場稼働による 
 ＣＯ２削減効果 
 

・出荷距離の短縮による 
 ＣＯ２排出量削減 １，５２３トン 
 従来の走行距離 
    （真岡工場－常陸那珂港） １００㎞ 
      ↓ 
 新工場稼働後の走行距離 
    （茨城工場－常陸那珂港） ４㎞ 
 

・内航船活用による 
 ＣＯ２排出量削減   ８０５トン 
 
 合計２，３２８トン 約７０％削減 
 

廃棄物処理用地 
外貿地区    

作業基地 東京電力(株) 

常陸那珂火力発電所 

国営ひたち海浜公園 

内貿地区 

北関東自動車道    
常陸那珂港 ＩＣ 

北埠頭地区 

中央埠頭地区 

南埠頭地区 

コマツ茨城工場 

A=19ha H19.1.24 稼働 

日立建機 

常陸那珂臨港工場 

A=18ha H20.7 完成予定 

－１４ｍ岸壁 

出荷ルート 

常陸那珂港 
工場立地の状況 


